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鉱泉は，豊田村柳沢の南西眞木袋背斜の略々中心部大

曾躍幅よぴ左沢町三題方の晟hll〕群豊田暦卿
湧出しており，共に硫質冷泉で湧出量は比較的多い。

8。．結“
岡

本地域に発達する第三系は，下部より大曾根・宮宿・

邊橋・李塩・豊田の各履にわけられ，その岩質および累暦

　　　　　　　　　　ヤ関係は第1図に示す如くである。これらの各暦は，下部

より上部迄いわゆる油田第三系の岩相および暦序関係に

略々対比されるが，一般に砂相を呈し，縁辺相を示す。

地域西部においては，西方に発達する線色凝友岩暦よ

りの一連の累暦関係を以つて，新庄盆地周縁の古口暦に

対比される宮宿よりの発達が見られるが，東稼部より北

縁部にかけて南北方向の小隆起帯があり，邊橋暦上部よ

り豊田暦下部にかけての同時異相と思われる耶塩暦が，

草薙暦に対比される大曾根暦を直接不整合に被う海浸的

被覆現象がみられ，この現象は盆地周徴において地域北

方迄追跡できる。

各地暦は南々西一北タ東の走向を以つてほとんど緩い

波獣摺曲を示しており，東豫部より北縁部にゑけての小．

隆起帯を除いて大きな構造はみられない。この隆起帯

は雁行状小ドーム構造の集まりより成るもの餐，これに

澹つて塩水，鉱泉の湧出およびガスの発散が認められる

が，石油ρ徴候は見られない。

上述の結果より，本地域内においては石油母岩として

⊂）岩相およぴ構造上より考えて石油鉱床の期待は薄い。

　　　　　　　　　　　　以　　上
　　　　　　　　（昭和26年3月20日）’

553．41；　550．8（521．61）＝622．19

馨岡県湯ヶ島鉱幽金銀鉱床調鷹報告

高島 溝汽徳藏勝治梼

R6sum6

Go1虚鐡姐SilvεrDe脚sitsi恥Yug＆shi膿a

　　巫ine，S伽0盆aP雌ecture．

by

K．Takashima＆：K．Tokukur3

　　丁血e　writers　describe　　亡むe　　result　on　　f翌e三d

survey・賛he却1d－skilverdep・sitsinYugashシ

m＆厳至ne，which　lies　in　tlle　neighbourhood　of

Mochikoshi　Mine，10cated　at癒e　central　part　of

Idzu　Peninshla。　（3eology　皇s　consisted　of　volcanic

．rock　and　pyrocla蕊五c　rock　due　to　重he　T6rtiary

volca雌c　activity．Gold－silver　bear至ng　quaftz　ca1－

citeveindevelopinpyroxeneandes辻e，tuffand
’
b
r
e cciaむed tuff　of　Yugashima　fomation（Mlocene

series）．丁五e・genesisoft五edepositmayhave

som6　relations　w鴛h　various　faults　or　fissures　in

the　mo癒er　r㏄k，

玉．縮 闘

昭和25年11月，伊豆半島湯ケ島において，現在探鉱中

菅鑛床部』

の湯ケ島鉱山を中心とする地域の地質およぴ鉱床の調査

を行つたので，その概要を報告する。

地形測量1は現：採掘鉱区北部を中心として，本所徳藏技

官により行われた。

、2．沿 革

　郡誌，伊豆日記に去れぼ本鉱山は文轍年聞に発見され

　たもので，慶長年間大久保石見守により盛んに開発され

　たと記るされている。当時の隆盛は今なお，旧坑，菩提－

一
寺 め遺跡，五輪石塔等により推察される。

　大正6年，東京の原智室により開発され，その後東虎

　二郎の手を経て，同9年に土肥金山株式会肚の所有とな

　つた。大正9年，会謎により事業が開始され，その後一

　時休山していたが，戦後の傘山復興熱により再開され現

　在に至る。

　鉱業灌者　土肥鉱業株式会粒

　同上住所　静岡県田方郡土肥町　’

　鉱　種金銀鉱
　鉱区番号　静岡県採登第32号

　　　　　同上　　第67号
　　　　　　3．位置および交通
　位置　・∴‘一・…静岡県田方郡上狩野村湯ケ島

　交通
9一（117）
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静岡県湯ケ島鉱山金銀鉱床調査報告（高島清・徳藏勝治）

＿置　　　修　　湯
二圖　　　　善　　　ケ　　　伊
島周　　　　寺　バス　島・　　東

？罵響oて6・礁』o
鉢　　　9猫越口（湯灘山）
1　　　。持越釧
　餐

交通は比較的便利で，東京駅より約5時間にて鉱山に

i達する。

4．地形および地質

　地形は第三紀火山地形を示し，鉱山は標高753mの　、

棚場山の東斜面に位置し，その標高は約・300mである。

現在稼行中の坑口は狩野川支流，持越川右よび猫越川と，

の合流，点附近にある。

　地質は第三紀火山活動により渥流せる火山岩およびそ
ら
の
砕
屑
岩 類よりなる。

　その暦序は上部より順次に下記の通りである。

　⑫沖積暦
　⑭安山岩破璃および転石暦

⑩　集塊岩　　　　　　　　（棚場火山）

⑨石英粗面岩・

⑧石英安山岩

⑦輝石安山岩

⑥角礫凝荻岩および集塊岩　　（白浜暦群）

⑤凝友岩

　④石英安山岩
　③　輝石安山岩　　　　　　　　（湯ケ島居群）

　②凝友岩
　①集塊岩
　湯ケ島暦群は上記の如く①…④の岩石の累暦よりな

り，全般的に熱水変質作用の影響をうけている。すなわ

ち上記の集塊岩，凝次岩はいづれも安山岩質で，一般に

層理は不明瞭であるが，一部では凝次質砂岩，頁岩等の

薄暦を挾有1、，N30～60QWの走向を示し，10～40QNW

に傾斜する。凝友岩は一般に線色または淡線色緻密のも

のより安山岩の円礫，角礫（1～数cm）を有する不均質・

集塊岩様のものまである。

　擬友岩は肉眼的には成分鉱物を認め難いが，細粒の

91assと輝石，斜長石，線泥石，磁鉄鉱，［その他安山岩

等の砕屑物よりより，鉄苦土鉱物はほとんど線泥石化し

斜長石も大部分方解石により交代されている。この凝茨

岩中には一般的に二枚介・巻貝・海胆1練・有孔虫・石友藻等

の化石を産し，湯ケ島暦の代表的岩石である。

　集塊岩質岩石は全く暦理を欠き，比較的大きい安山岩

角礫（拳大～人頭大）を含み，向岩中には化石は見られ

ずかつ凝友岩との間は劃然たる副然たる境界もなく，互
』
に
漸
移
す るよづである。

　輝石安山岩に暗線色・緻密堅硬矯，岩質は玄武岩・ド

レマィト檬のものも見られ，猫越川と金山川合流点附近

・では岩助鉛伏をなす音昼分が見らオT』るカ§，一一般に凝汐ξ岩堆症責

後の溶岩流として盗流したもののようである。

　これを鏡　にて検すれぱ，斑晶も石基も共に若干の変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，〆拓
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第 2図　　地　質、卜断　面　函
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地質調査所月報（第3巻第3号）

質作用をうけでおり，鉱脈の周縁部では特に変質作用著　『

しく，輝石はほとんど全部緑泥石の集合体となり，石基

中にも多量の緑泥石檬鉱物が致覇犬をなしてみられン線泥

石様鉱物の周縁部には黄鉄鉱の集合を認める。

余斗長石は曹長石イヒされ，さらに一部は絹雲母・カオリ

ン等の鐸…合体に変つている。本鉱床の主要なものは一般丁

に本岩中に胚胎する。

石英安山岩も前記岩暦とほとんど同時，またはそれ以

後の噴出によるもので，主に鉱床地、幣北部に露出多く，

荻線色または淡隷色を呈し，多少の変質作用をうけてお

り，岩相は梢々大きい斜長石斑晶と微少な石英斑晶を有

する中粒質岩石である。変質作用をうけている部分は同

岩中に含有される鉄苦土鉱物が線泥石化し，斜長石斑晶

が多少変質作用をうけ，曹長石化せる程度で，著しい変

質作用は認められない。

次に白浜暦群と推察される⑤一⑥に属する岩石は，

主に持越一棚場峠附近に露出する・

凝友岩は友青色，赫色，禰色等の比較的粗懸質または

軟質の砂岩または頁岩で，走向N550W，傾斜30。NS

を示している。本岩暦中にも植物，およぴ貝類の化石が

含有されるが，今回の調査においては発見されなかつ

た。

一般に肉眼的には変質作用を認めないが，これを貫く

石英粗面岩等により，その周縁部は多少の珪化作用を．う

けている。

、上記白浜暦群を被覆して広く分布する⑦一⑧の新期

火山岩は白浜厨堆穫後の火山活動によるもので，棚場峠

近附を中心として広く分布し，輝石安山岩，一部に石英

微斑晶を有する石英安山岩およぴその砕屑よりなり，一

般に熔岩流として盗瀧したものであるが，石英安山岩の

一部はド覧一ムヌ犬の構造を呈する。

岩質は比較的大きい斜長石斑晶を有し，黒色緻密の岩

石で紫蘇輝石，少量の普通輝石を含むものである。

⑨石英粗面岩は吉奈，持越部落附近に上記岩暦を貫い

て岩脈をなして発達し，周豫の岩石に多少の珪化作用を

与えている。岩質は数mm～1cmの比較的大斑晶の石

英自形結晶を有する淡褐色訣たは友白色緻密（ネバダイ

ト式）のものより，斑晶のほとんどみられない緻密堅硬

のものまでみられる。

　これらの岩石はいづれもほとんど同時生成のもので，

見掛の差はただ噴出の際の生成條件に起因するものであ

る。

⑩集塊岩は棚場川流域に広く発達し，棚場火山活動時

め噴出によるもので，安山岩熔岩および安山岩質集擁岩

の累暦よりなる。

集塊岩は淡褐色乃至福色粗懸質の岩石よりなり，礫は

数cm～数憩c血の大礫まであり，いづれも輝石安山岩

砕屑物よりなる。

一＠安山岩破璃および転石は前記諸岩暦を被覆して露出

し，山頂部，凹部等に分布著しく，天城火山活動時の噴出

物にして，段丘状をなして，持越川・棚場川流域にみられ

る沖積暦砂礫暦の下部またはその中に挾まれてみられる。

療山岩破璃は斜長石微斑晶を有する黒色ガラス質の一’

見黒曜石差蒙の岩石で，多くは砕屑｝伏1となり転石と共に1

～数mの暦をなして見られる。

5．鉱 床

鉱床は湯ケ島統（中新統）の輝石安山岩・、凝友岩・角

礫凝友岩中に発達せる断暦または裂鐸を充填沈澱せる含

金銀石英方解石脈である。－

鉱脈はN20～30。W，80。NEの数條の岩脈より顔り，

その主なるものは下記の如くである。

名称

280尺鑓，

330尺鑓

’
2
1
0
尺鑓

30尺鍾

走，向

N200W

N300W

N20。W

N800W

傾斜

80。W～E

80QE・

80QE

700E

鑓巾
m．

1，0

0．8

0．5

2．0

走向，1傾斜

延亀匹鑑
350

300

300

100

120

120

40

70

品 位

Aug／t

10．0

4．0

4．0

50。0

Ag9／t

80．0

80．0

33．0

600．0

備 考

Au：Ag＝1：8

Au＝Ag等1：20

Au：Ag＝1：8

’4u：Ag＝L12

　280尺鑓　は現在稼行中の主要鉱脈で，N20QWの方陶

に350m以上の延長を有する鉱脈で北西部において30

尺鑓と分岐する。

　鉱脈は白色緻密ガラス斌石英を主とする石英方解石脈

で，縞状構造をなし，石英中には多少の黄鉄鉱，その他

の硫化鉱物を主とする硫化物縞を有するが，方解石中に

は見られない。硫化物として黄鉄鉱の他に閃亜鉛鉱，方P

錯鉱等を含むが，時に鉱脈の西部に著しく一200尺坑道

では下盤粘土中に脈状をなして見られる己粘土はカオリ

ンに属するものと思われるが。絹雲母も若干含有する。

イネサイト』バラ輝石・マンガン方解石等のマンガン鉱物

も存し，一200尺坑道水準以上は黒色二酸化マンガンと

12一（120）
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なつて，鉱脈を汚染している（第3図）。母岩は盤肌に

特に著しい粘土化のほか，一般的に珪化作用，線泥石化

作用をうけており，280尺西部は粘土化が著しく，東部

は珪化作用が著しい。

30尺鑓は280尺鑓の西部における分岐脈で，主とし

て一200尺乃至一300尺坑道において薯しく発達する・

この部分はN30QW系統の280尺鑓とNεOOW系統の

鉱脈の交叉により一富鉢部を構成している。

　この富鉱部の構造を模式的に示せぼ下記め通りで，富

〆

〃30W

孕面図
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第4図　富鑛部を形成する網駄鉱賑模式図

　鉱部の最大鑓巾は7m以上にも達した由宅ある。

　鉱脈は含金石英方解石脈で，縞状または角礫状構造を

　呈し，母岩は一般に凝茨質にして鉱脈の爾盤はいづれも

　著しく粘土化し，粘土1中に・硫化物の鉱染著し。線泥石化

　作用もまた著しく，鉱版は280尺鑓の下盤3～5mの位

　置に数條あり，これらを含めて一富鉱体を形成していう。

　330尺鑓は280尺鑓上盤側に発達する李行脈である。

　傾斜は70～800NEに落し鑓巾0．8m内外を示しシヤ

　ンガン分を伴う石英方解石脈である。主に一200尺以上

　が開発されているが，これ以上はいづれも二酸マンガン
＾
に
よ
り
黒
色 味を帯びた珪酸鉱となつて』｛る。鉱脈中に含

　まれる方解石は上部一100尺坑ではほとんど溶出し，カ　0

　キガラ斌を1呈している。

　210尺鑓は280尺鑓下盤側約80mにある鉱脈で，現

　、在は埋没されている。

　鉱駆は主にN20～300W方向に発達した裂罐（一部は

　断暦と思われる）に鉱液が．上昇沈澱して生成せるもので

　あるが，鉱石の歌況より見て，軍純鉱脈ではなく，数回

　の鉱化作用の結果生成された複成鉱脈であると考えられ

　るp鉱化作用のうち，硫化物生成の時期は比較的早期の

　晶出によるものと考えられる。

　　 マンガン鉱物の晶出の時期も硫化物晶出鯛と同時：また

　はこれに引続いて行われたも㊧であろう。

　　鉱脈は上記の如き数回の鉱化作用の結果，種々の縞斌

　構巻角礫1購造・糸剛講造等をなし・部分的に錯唖鉛

　に富む部分，硫化物時に黄鉄鉱に富む部分，およぴマン

　ガン含有鉱物の著しき部分等に分類されるが，とれらに

　ついては鉱石研究の結果kよつて報告するごととする。

　自然金は主に硫化物幣に伴われるが，一部は母岩中に鉱

　染された硫化物，特に黄鉄鉱に伴5こともあり，、硫化物

　の晶出とほとんど同時に晶出せることは明らかである。

　自然金粒は非常に微粒なため肉瞑では認め難い。

　　随伴鉱物として黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・輝銀鉱・濃紅

　銀鉱等を産し，脈石として白色緻密，またはガラス賦石

　英・方解石・氷長石・重晶石・バラ輝石・マンガン方解石・イ

　ネサィト？等を産する。

　　含金銀品位は鏡在稼行中の280尺鑓および30尺鑓の

　富鉱部が良好で，李均Au159／t～209／忠を示し，高品位

　部ではAu60～1009／t以上にも達する。銀は：普通金の

　8～・12倍の品位を示す。

　　母岩の変質作用は鉱脈の胚胎する母岩により多少異な

　るが一般に珪化作用・粘土化作用および線泥石化作用が

　著しい。　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　すなわち母岩の性質による変質作用の遽いは下記の通

　りであるQ
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地質調査所月報（第3巻第3号）

　　　　　　　　　　　　　　　賠顧藤
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イ結晶柴較的）

　　強

安山　岩V

強

弱

一般的
〃（結殊灘）

　　弱

　　　　6．富　鉱　部
母岩ゐ変質・構造の獣態・脈石の種類その弛により次

の如き場所に富鉱部が存在すると考えられる。

10安山岩質岩石は珪化作用著レく，懸泥石化ら黄鉄

鉱の鉱染著しき個所

20凝友質岩石では粘土化作用著しく，線泥石化の顕

薯な個所

3。凝友岩と安山岩との境界で，鉱脈がとれを切る個

所，または爾者め境界に澹つて鉱脈の胚胎する個所

4。二系統の鉱脈の交叉点，すなわち“落含直り”

50母岩，鉱脈共に硫化物の鉱染が著しき個所

上記と反対に鉱脈p脈石として産する石英が結晶質・

ガラス様となり，結晶質方解石・桃色のマンガン方解石

・バラ輝石等が多くなる場合は一般に低品位となる。

7
．
現 況

現在稼行中の鉱脈は280尺鑓および30尺鑓である。
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欝岡県湯ケ島鉱山金銀鉱床調査報告（高島清・徳藏勝治）

　1）　採　　掘

　上向または下向階段掘，スク」アー，セット法等を採

里，通常母岩が軟弱のため採掘跡は充揖する。

　2）　通　、気一

　蒋別な通気設備はなく，全て自然通風による。

　3）　搬　出，選　鉱

　　坑　内　　　　　　洛キップ→坑外選鉱場

　　　　　　　　　　オ　　7．5HO

塵颪1／遡㌧＿、一　．
　　一200尺坑道　　　　　　↓
　　一300尺坑道　　　300血／搬グリズリー

　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l
　　　　　　300m／m－　　　　　　300m／m十
　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓
　　　　　　100面／mグリズリー　大割
　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハつ　ラ
　　　　↓　　　　　　　　　　　↓

　　100m／m－　　　　　100m／m＋
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　手　　選
　　　　↓　　　　　　　　舶　↓皿一　・

　　　1墨　　．1塊鉱l
　　　　l　　　　　　　　r
　　　　　　　　↓　　↓
　　　　　　　　トラヅク
　　　　　　　　　1

一→修善寺駅→四阪島製錬所

　4）排　　水
　李時湧水o．8m3／mlnにして，10HP（2台），30HP

（1台）のターピンポンプにて排1水を行つている・

　5）　從　業　員’

　坑内夫…昭名　坑外夫…16名　女子…7名　職員・∵13

　名　計78名

　6）　探　鉱　状　況

　一300尺水準において280尺鑓西部の鑓押探鉱を行つ

、ているo

8．　品位および鉱量（印刷省略）

9．生　　産　　塁

　　　　　　　　　　　　　　（晶6　　　位）
　　　　　　精　’　鉱　　　　　Au－　　Ag

l灘懸）2・72・ton　24・・9／t3439／t

　　　　　　　　ton昭和22年　2，700
　　　　　　　　ton昭和23年　1，891
　　　　　　　　ton昭和241年　2，224

17．29！t　1749／t

17．69／t　3009／t

20．69／魯　　　207g／t

憩．探鑛方針
　1Q30尺鑓に対する探鉱

　鉱床胚胎の要因となつた裂罐の性質より推考すれぱ，

上記30、尺鑓と趾0尺鑓との交叉する部分に…富鉱体

の存在が予想される。從つてこの部分に対する地表より

の試錐または坑内一300尺坑道よりの探鉱坑道掘進も希

望される。

　2Q坑内の1／50～1／100の鉱脈図を作成して，鉱床

周縁部に対する探鉱の基礎資料とする。　　　　　　　　　／

　3Q　N20～30。W系鉱脈と30～50。の角度をなして交

わるN50～800Wi系の分岐且底に対する探館。

　4Q安山岩と凝友岩との境界と鉱脈の交叉する部分に

封する探鉱。

懸．総 括

　1Q湯ケ島鉱山附近の地質は湯ケ島統を主とし，一白浜

統またはそれ以後の噴出によ．る火山岩類よりなる。

　20鉱床は湯ケ島統の凝友岩，安山岩類中に胚胎し，

N20～3びW方向の4條の鉱脈群よりな，る浅熱水性含金

銀石英方解石脈である。

　30280尺鑓と30尺鑓は，それぞれN30。W系およぴ

N80。W系の二系統の鉱脈を代表し，、爾者の落合う部分

に富鉱部を形成する。

　40一般に一一150尺←→一200尺水準附近が富鉱部の中

心である。

　59一般に鉱脈が凝友岩と安山岩の境界を切る部分に

は富鉱部が存在する。

　60　鉱脈は縞状構造，角礫状構造，網駄構造を呈し，

鉱石は自然金のほがに輝銀鉱，濃紅銀鉱，、黄鉄鉱，黄銅

鉱，方錯鉱，閃亜錯鉱等を伴い脈石として石英，方解

石，マンガン方解石，バラ輝石，イネサイト，重晶石，

氷長石等を伴う。

　70含金品位は李均109／t内外で，金銀比は李均1＝

8～10である。　　　　　　　．（昭和25年11月調査）

15一（123）




